
鹿児島工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 特別セミナー
科目基礎情報
科目番号 0020 科目区分 専門 / 必修
授業形態 演習 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 建設工学専攻 対象学年 専1
開設期 通年 週時間数 前期:2 後期:2
教科書/教材 担当指導教員の指導による文献・資料による
担当教員 山田 真義,山内 正仁,安井 賢太郎
到達目標
建設工学の分野における文献・書籍を読み，それらの内容に関する考察結果の発表と検討をゼミナール形式で行い，専門分野の新しい学識を得
るとともに工学研究の手法について実践的に学習する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

建設工学の分野における文献・書
籍を検索、調査することができる
。

和文および英文で書かれた建設工
学の分野における文献・書籍を自
発的に検索、調査し、専門分野の
見識を広げることができる。

与えられた課題について、建設工
学の分野における文献・書籍を検
索、調査することができる。

建設工学の分野における文献・書
籍を検索、調査することができな
い。

選択した文献または書籍について
、要点を整理し考察を行うことが
できる。

選択した文献または書籍について
、要点を整理し、考察するととも
に、課題の抽出や関連論文等の調
査を通じて、理解を深めることが
できる。

選択した文献または書籍について
、要点を整理し、自身で考察を行
うことができる。

選択した文献または書籍について
、要点を整理し、自身で考察を行
うことができない。

整理、考察した内容について、発
表および検討を行うことができる
。

調査、整理、考察した文献の内容
について、ゼミナール形式で説明
および検討を行うとともに、活発
なディスカッションを行うことが
できる。

調査、整理、考察した文献の内容
について、発表資料を作成し、ゼ
ミナール形式で説明および検討を
行うことができる。

調査、整理、考察した文献の内容
について、発表資料を作成し、ゼ
ミナール形式で説明および検討を
行うことができない。

調査、考察、検討した内容を整理
して、レポートとしてまとめるこ
とができる。

調査、考察、検討した内容を整理
し、レポートとしてまとめ、対象
課題の問題点や今後の発展などに
ついて、自身の考察を述べること
ができる。

調査、考察、検討した内容を整理
して、レポートとしてまとめるこ
とができる。

調査、考察、検討した内容を整理
して、レポートとしてまとめるこ
とができない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達目標 2-2 学習・教育到達目標 2-3 学習・教育到達目標 3-3
JABEE（2012）基準 1(2)(d)(1)  JABEE（2012）基準 1(2)(f)
教育プログラムの科目分類 (4)②
教育方法等
概要 特別研究に関連する内容について学習する。学習題目により重点的に必要となる科目は異なるが，本科および専攻科の

全授業科目が関連する。
授業の進め方・方法 建設工学の分野における文献・書籍を読み，それらの内容に関する考察結果の発表と検討をゼミナール形式で行う。

注意点 特別研究の題目が１年次の年度開始時に決定され，その担当教員の下で，特別セミナーを受講する。与えられた課題の
みを行なうのではなく，自発的に課題を設定し，調べること。〔授業（90分）＋自学自習（60分）〕×15回

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期 3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週



7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

評価割合
試験 指導教員評価（レポート、理解度

、英語力） 合計

総合評価割合 50 50 100
総合評価 50 50 100


